
8月6日（木）、全日本空輸株式会社 平澤 寿一社長に対して「航空
産業政策意見交換会(仮称)」の開催、ならびに令和9年度予算概算
要求・税制改正に関わる要請をおこないました。
この中で、「航空産業政策意見交換会」について、平澤社長からは

「産業の課題は山積しており、労使関係について共通の価値観を持って
いることを前提に機会を模索し、環境が整えばおこなうべきだと思って
いる。」との受け止めが示されました。また、生産性向上に関する経営
の考え方として「何より重要なのは従業員への成果還元であると考えて
おり、労使で付加価値生産性を向上させていきたい。」と述べました。

左から）平澤社長、航空連合 小林会長、加藤副会長（ANA労働組合中央執行委員長）
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坂元慎平

～「労使共通の価値観のもと意見交換すべき」～

ANA平澤社長に政策要請を実施！
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